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防災行政無線整備事業

5 億 2781 万 4 千円
　住民への緊急時の避難情報、
広報の伝達手段である防災行政
無線の各種機器の経年劣化が進
んでいるため、更新を行う。

河井議員が注目
　安心・安全のまち
づくりのためのイン

フラ整備は着実に進めていって
もらいたい。

第 10 回全国醤油サミット
in 小豆島の開催

200 万円
　令和6年11月2日・3日開催予定。醤油が
培ってきた食文化の再認識、発酵技術の価
値など全国の醤油産地との交流を通じて、
小豆島が誇る醤油産業の活性化を図る。

塩田議員が注目
　2009年10月に「第
3回全国醤油サミット

in醤の郷小豆島」を小豆島町で開
催したが、今回は土庄町で開催。産
業再興の一助になるか。

STEAM 教育の推進事業

855 万 5 千円
　中学校段階で理数系の知識や技
術、芸術などを横断的に学習するこ
とにより、総合的な探求力・創造力を
養い、生徒の課題解決能力を育む。

髙尾議員が注目
　自分で課題を見つ
け、学び、理解し、考

える力を育むための教育。GIGA
スクールと同時に、未来を切り開
く力が育つことに期待したい。

オリーブ公園テニスコート
等除却事業

7309 万 2 千円
　老朽化したオリーブ公園テニス
コート施設を撤去し、跡地に民間
資本のホテル誘致を行い、宿泊
施設の整備を促進する。

羽田議員が注目
　ホテル誘致により
町内の宿泊施設の

充実を図ることで、観光振興に
好影響し、地域活性化に大きく
貢献することが期待される。

藻場再生・地域資源の好循
環形成事業

282 万 9 千円
　水産業において、重要な自然資
源である海草・海藻藻場の保全・再
生に向けて調査を実施し、最終的
には、ブルーカーボンを切り口とし
た事業の創出を行う。

大下議員が注目
　貝を掘り、魚を釣っ
た頃が懐かしい。昔

のような豊かな自然環境の回復
なくして、SDGsは語れない。

民間住宅耐震対策支援事業

327 万円
　住宅の耐震性の向上を図り、町
民の安全を確保するため、住宅の
耐震診断・耐震改修に要する費
用の一部を助成する。

川井議員が注目
　これはやるべき。
一般住宅の場合

「耐震診断」にかかる費用は10
万円前後と聞く。ほぼ自己負担
なしで診断ができるのだから。

一般会計当初予算額　112億8千７百万円

３月定例会を２月２８日から３月１５日まで１７日間開催しました。
今定例会では、当初予算案件７件をはじめ、条例案件１０件、人事案件７件、補正予算案件２件、
その他案件４件が提出されたほか、発議２件が審議され、原案通り可決されました。

議員が 注目した新年度予算は、こちら

　
令和6年度
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寒霞渓散策路維持管理事業

274 万 4 千円

英語教育推進事業

848 万 4 千円
　小・中学校に英語教育推進員
を配置するほか、イングリッシュキャ
ンプや高校生による小学生への
英語授業などを実施する。

谷議員が注目
　小豆島が今後、観
光事業に注力していく

中、特に海外からの観光客を迎え入
れる際の必須である語学力を高める
ための予算であると期待している。

セミオープンシステムによ
る出産費用補助事業

612 万 7 千円
　小豆島セミオープンシステム「う
みまちサポート」を利用して島外の
連携病院での出産に対し、交通
費や事前滞在費を補助する。

中松議員が注目
　止まらぬ人口減
少、流出。そして

産科医不足による島外での出
産。一つ一つ、丁寧な対策が
必要である。

空き家資源活用事業

1268 万円
　本町への移住定住を促進する
ため、町が空き家を借り上げて整
備し、転貸する。

鍋谷議員が注目
　私も提案した事業
なので、課題や問

題点などを解決しながら空き家
の活用と移住者増が順調に進む
ように期待している。

犬猫不妊・去勢手術費用助
成事業

50 万円
　飼い犬または飼い猫に不妊手術
または去勢手術を実施した飼い主
に対して、1匹につき 5,000円（年
5匹まで）を上限に費用の一部を
助成する。

三木議員が注目
　補助額や補助頭
数が拡充されたこと

で、不幸な犬猫が少しでも減っ
ていくことを望んでいる。

安井議員が注目
　観光関係者から
寒霞渓の荒廃が指

摘されていたが、島の代表的な
観光地の再生の第一歩となる。
継続していく事業なので期待し
たい。

小豆島ふるさと村基盤整備
検討調査事業

4785 万円
　基本計画に基づき、民間事業者
の参入意向が高かった宿泊、道の
駅エリアの事業化の検討、公共整
備部分の概略設計等を進める。

藤本議員が注目
　国民宿舎からの
眺めは、どこの観

光地と比べてもひけをとらない。
瀬戸内海国立公園のトップラン
ナーとなるべき。

水産物処理加工施設設置事業

1588 万 8 千円
　池田漁協が取り組んでいる三倍
体真

ま が き

牡蠣の養殖面積の拡大や出
荷作業効率を上げるため選別機
等の導入整備を支援する。

髙橋議員が注目
　池田漁協が取り組
んでいる「かき養殖」

の新規事業。意欲的な取り組み
への支援であり、大きな産業とし
て発展するよう期待している。

中川議員が注目
　より多くの島内外
の方々が、寒霞渓

の季節ごとの魅力を感じて散策
に訪れていただけるように、山
道や看板の本格的な整備を期待
している。

産業の再興と雇用基盤の強化

公共交通の確保と港の再整備

安全・安心施策の推進

教育施設の再編による
教育・子育て環境の充実

集落活性と空き家活用

持続可能な未来のために。今、私たちのまちが取り組むこと。持続可能な未来のために。今、私たちのまちが取り組むこと。

　登山道や遊歩道での巡回パトロールを行い、落石や倒木を処理するな
ど、来訪者の安全対策を講じ、名勝寒霞渓の魅力向上を図る。

　当初予算案件7件は、
各常任委員会に付託さ
れ、4日間にわたり慎重
に審査しました。

　誰もが希望を持って、
安心して暮らせる「町の未
来、島の未来」を実現す
るため、議会も共に取り
組んでまいります。
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▼
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資
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（
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令
和
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年
５
月
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日
か
ら
３
年
間
）

区分 議案と審議内容 審議 
結果

条
　
　
　
例

小豆島坂手ポートターミナル条例について
〇

小豆島坂手ポートターミナルを開設することに伴い、その設置および管理について定める
小豆島町更新住宅条例について

〇
改良住宅の建て替えとして設置する更新住宅の管理について定める
小豆島町空き家資源活用住宅条例について

〇移住定住促進のため、町が空き家を借り上げて整備し、転貸に供する空き家資源活用住宅の設置および
管理について定める
小豆島町職員等の旅費に関する条例等の一部を改正する条例について

〇
小豆島町職員等の旅費（宿泊料）についての改正を行う
小豆島町会計年度職員の給与及び費用弁償に関する条例及び小豆島町職員の育児休暇等
に関する条例の一部を改正する条例について

〇
地方自治法の一部改正により、令和 6年度から会計年度任用職員が勤勉手当の支給対象となることから、
所要の改正を行う
小豆島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

〇
「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律」
の施行に伴い、所要の改正を行う
小豆島町手数料条例の一部を改正する条例について

〇戸籍法の改正により、戸籍及び除籍に係る電子証明書提供用識別符号の発行事務が追加になることから、
所要の改正を行う
小豆島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

〇香川県下の保険料水準の統一に向け、国民健康保険税の算定方式を現在の 4方式から3方式に変更す
るため、所要の改正を行う
小豆島町介護保険条例の一部を改正する条例について

〇第 9期に見込まれる介護サービス量から推計し、必要となる介護保険料額を設定するため、所要の改正
を行う
小豆島町行政組織条例の一部を改正する条例について

〇
建設課が所管する農林水産施設について、所管課を農林水産課へ変更することから、所要の改正を行う

補
正
予
算

令和 5年度小豆島町一般会計補正予算（第 6号）
〇小豆島オリーブバス㈱減収補填 4467 万円、各種事業経費の決算見込み等による精算▲ 3億 4190万

円など、▲1億 9723万 8千円の減額補正を行う
令和 5年度小豆島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

〇
令和 4 年度香川県国民健康保険保険給付費等交付金の精算等により、29万8千円の増額補正を行う

そ
の
他

坂手港観光振興ターミナル（仮称）建設工事に係る工事請負契約の変更について
〇

工期変更に伴う工事請負契約の変更を行う
小豆島町辺地総合整備計画の策定及び変更について

〇
財政上の特別措置等を受けるため、辺地総合整備計画の策定及び変更を行う
調停申立ての取下げについて

〇令和 4 年第 4回定例会で議決された不動産の任意買収を求める調停の申立てについて、不調となったこ
とから、調停の取り下げを行う
令和 5年度小豆島町坂手財産区会計歳入歳出決算認定について

〇
坂手財産区が令和5年12月21日に廃止となったことに伴う歳入歳出決算認定

３月定例会提出議案の採決状況
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申
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。

谷
部
　
達
海
　
氏

藤
本
　
朋
子
　
氏

議　　員　　発　　議

発議１ 小豆島町議会議員の請負の状況の公表に関する条例について
→　原案可決（賛成13：反対 0）　提出者　大下　　淳

発議２ 草壁港の賑わいと活性化を求める決議
→　原案可決（賛成7：反対 6）　　提出者　髙尾　豊弘

【提案理由】
　草壁高松航路について、令和６年２月７日付で町長から提出のあった「草壁・高松航路
の経緯及び本町の対応について」の報告を受け、令和６年２月２１日の全員協議会にて議
論を行った。議論の結果、町からの報告の通りであることを認識している。今後、草壁航
路の可能性を追求し、港の活性化に取り組むことを強く求めるものである。

【決議文】　　　　　草壁港の賑わいと活性化を求める決議
　草壁・高松航路問題については、町長として、
幾度となく官公庁や航路関係者との面談等を行
い、これまでの経緯や活動状況等を議会の一般質
問や全員協議会等で繰り返し説明されてきた。
　これらの経緯や町の対応については、令和６年
２月７日付で町長から提出のあった「草壁・高松
航路問題の経緯及び本町の対応について」の報告
の通りであると認識している。
　また、令和３年４月から草壁・高松航路が休止
になり、草壁港周辺地域への影響が懸念されてい
る中、昨今の原油高、資材価格の高騰や船員不足
は、航路事業者の経営に深刻な影響を与えており、
大きな赤字が見込まれるなかで、航路再開の可能
性は大変困難な情勢にある。

　草壁・高松航路の休止は、航路事業における経
済的採算性に本質的課題があり、経済上の課題を
克服しない限り航路が再開することは無く、また、
航路経営に責任を持てない者が集まり協議したと
ころで、経済的採算性を克服できないことは、資
本主義社会の観点からも当然のことであり、さら
に、航路事業は、町が担えるものではなく、また、
現状の極めて厳しい財政環境を考慮した場合、航
路事業者への町の赤字補填は不可能であること
は、町と同様の見解である。
　今日までの取り組みを住民に周知するとともに
草壁港の可能性を追求し、港の賑わいと活性化に
取り組むことを強く求めるものである。
　以上、決議する。
　　　　　　令和６年３月１５日

　小豆島町議会議長　谷　　康　男

賛
成
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２

▼
大
切
な
こ
と
は
、町
が
行
っ

て
き
た
こ
と
を
正
し
く
理

解
し
、
将
来
に
向
け
た
政

策
を
投
資
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る

▼
航
路
問
題
の
経
過
を
住
民

に
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
航
路
再
開
を
待
ち

な
が
ら
、
賑
わ
い
と
活
性

化
に
、
よ
り
一
層
取
り
組

む
た
め
の
決
議
で
あ
る

反
対
討
論
６

▼
住
民
の
願
い
で
あ
る
フ
ェ

リ
ー
再
開
に
向
け
た
取
り

組
み
を
今
後
も
息
長
く
続

け
る
こ
と
も
は
っ
き
り
決

議
に
表
明
す
べ
き

▼
法
律
に
基
づ
き
、最
終
的
な

判
断
を
す
る
こ
と
が
必
要

▼
提
案
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容

が
整
合
性
に
欠
け
る
の
で

は
な
い
か

▼
航
路
事
業
者
の
事
情
に
同

調
し
た
だ
け
の
決
議
で
あ

る
▼
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
決

議
は
町
民
に
マ
イ
ナ
ス
の

刺
激
を
与
え
る

▼
現
段
階
で
決
議
を
行
う
こ

と
は
、
草
壁
・
高
松
航
路

の
問
題
に
対
し
て
強
引
に

終
止
符
を
打
と
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
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はこちら
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町政へ。町政へ。
質一 問般

質 問 内 容 質 問 者 掲載ページ
▷福武ハウス撤退後は 河井　　修 7 ページ

▷防災意識の向上と取り組みは 川井　　茂 8 ページ

▷横断歩道に照明を

安井　信之 9 ページ▷消防水利の管理充実を

▷児童生徒の読書離れ対策を

▷目標を持った観光への取り組みを

髙橋　　淳 10 ページ▷地場産業再構築の取り組みを

▷安心して出産できる環境は

▷ SMOUT の効果的活用を
三木　　卓 11 ページ

▷全授業にオンライン授業の導入を

▷草壁・高松航路問題に係る対応は

羽田　　満 12 ページ▷統合小学校新築方針決定の経緯は

▷ふるさと村全体整備基本計画は

▷オリーブバスの安定運行を

鍋谷真由美 13 ページ
▷住民の移動手段の確保を早急に

▷住宅耐震化の強化を

▷軍拡ではなく平和外交が必要だ

動画配信中

こちらから

本会議での一般質問の様子を
『YouTube』で録画配信しています

傍聴できます

こちらから

本会議はどなたでも傍聴できます
『傍聴』を希望される方は、本会議当日
に、議会事務局までお越しください

一般質問とは一般質問とは
議員が行政全般にわたり、住民の声や自議員が行政全般にわたり、住民の声や自
身の調査研究をもとに、町長や教育長な身の調査研究をもとに、町長や教育長な
どの執行機関に対し、事務の執行状況やどの執行機関に対し、事務の執行状況や
方針などについて質問したり、報告や説方針などについて質問したり、報告や説
明を求めたりすることです。明を求めたりすることです。
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一般質問

問
福
武
ハ
ウ
ス
が
撤
退
す

る
と
い
う
話
は
本
当
か
。

答
福
武
財
団
よ
り
、
福
武

ハ
ウ
ス
の
直
接
的
な
運
営

に
つ
い
て
撤
退
し
た
い
と

の
申
し
出
が
、
町
と
福
田

自
治
連
合
会
に
あ
っ
た
。

問
跡
地
利
用
の
構
想
は
あ

る
か
。

答
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
と

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催

さ
れ
る
２
０
２
５
年
に
向

け
て
、
ア
ー
ト
や
食
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
べ
く
検

討
し
て
い
る
。

　

昨
年
８
月
よ
り
香
川
県

と
兵
庫
県
が
、
瀬
戸
内
の

観
光
振
興
に
向
け
て
連
携

協
力
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
お
り
、
姫
路
市
長

が
香
川
県
や
小
豆
島
に
縁

の
あ
る
方
な
の
で
、
福
田

港
と
航
路
で
つ
な
が
る
姫

路
市
と
の
交
流
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
新
た
な
に

ぎ
わ
い
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
観
光
客
だ
け
で
な
く
地

域
の
人
た
ち
が
集
ま
れ
る

場
所
が
で
き
る
の
が
理
想

だ
が
。

答
２
月
に
開
催
さ
れ
た

「
小
豆
島
石
の

文
化
財
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
お

い
て
、
参
加
さ

れ
た
講
師
の
先

生
方
か
ら
「
石

積
み
の
伝
統
技

術
等
を
学
び
、

後
世
に
継
承
す

る
石
工
の
学
校
を
造
っ
て

は
」と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

全
国
か
ら
学
者
や
研
究

者
、石
工
た
ち
が
集
ま
り
、

そ
こ
で
学
ん
だ
人
た
ち

が
、
城
郭
の
石
積
み
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
の
文
化

財
保
全
を
支
え
る
存
在
に

な
れ
ば
、
福
田
地
区
の
み

な
ら
ず
小
豆
島
の
活
性
化

や
、
文
化
財
保
存
に
も
貢

献
で
き
る
と
確
信
し
た
。

　

ま
ず
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い

る
森
ヶ
滝
丁
場
の
石
積
み

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
起
点

と
し
て
、
石
と
福
田
を
学

ぶ
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
の
方
々
も
気
楽
に
立

ち
寄
れ
る
空
間
を
創
造
す

る
取
り
組
み
と
並
行
し
て

石
工
の
学
校
の
プ
ラ
ン
や

財
源
の
確
保
も
含
め
て
検

討
を
進
め
た
い
。

河
かわ

井
い

　　修
おさむ

質問者の動画は
こちらです

福武ハウス撤退後は

新たなにぎわいを
創っていきたい

問
答

新たなにぎわいづくりの検討が始まる福武ハウス
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▼
防
災
意
識
の
向
上
は

問
町
民
の
「
防
災
意
識
」

特
に
「
共
助
意
識
」
向
上

の
た
め
に
、「
防
災
訓
練
」

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
地
域
で
実
施
す
る
防
災

訓
練
や
安
否
確
認
訓
練
が

地
域
防
災
力
向
上
に
つ
な

が
る
。

　

引
き
続
き
、
地
域
や
自

主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練

に
補
助
金
を
交
付
し
た

り
、
普
及
・
啓
発
に
努
め

た
り
し
て
い
く
。

▼
避
難
場
所
を
分
か
り
や

す
く

問
地
区
ご
と
の
「
小
豆
島

町
各
地
区
避
難
場
所
一

覧
」
が
あ
る
が
、
分
か
り

に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。

　
各
自
治
会
単
位
の
マ
ル

チ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
居
間
等
の
壁
に
貼

れ
ば
、
防
災
意
識
向
上
や

避
難
場
所
の
確
認
に
も
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
避
難
場
所
の
再
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
常
に
マ

ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
に
応
じ
た

避
難
場
所
を
意
識
で
き
る

効
果
的
な
方
法
や
ソ
フ
ト

面
で
の
取
り
組
み
強
化
も

検
討
す
る
。

▼
家
具
類
転
倒
防
止
器
具

問
香
川
県
は
、家
具
類
の

転
倒
防
止
で
、死
傷
者
数

を
¼
に
軽
減
で
き
る
と
い

う
。町
に
は
器
具
購
入
費

用
の
⅔
を
補
助
す
る
制
度

が
あ
る
が
、高
齢
者
等
に

は
困
難
な
作
業
に
な
る
。

　
香
川
県
に
は
以
前
「
家

具
類
固
定
サ
ポ
ー
ト
制

度
」が
あ
っ
た
が
、町
独
自

に
こ
の
制
度
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答
重
要
な
防
災
・
減
災
対

策
と
位
置
付
け
、
購
入
補

助
や
効
果
的
な
取
り
付
け

を
推
進
し
た
い
。
香
川
県

防
災
士
会
だ
け
な
く
、
町

内
工
務
店
等
事
業
者
の
協

力
も
必
要
に
な
る
と
も
考

え
て
い
る
。

▼
補
助
金
等
の
周
知
は

問
住
宅
の
耐
震
診
断
や
改

修
の
補
助
制
度
の
周
知
は
。

答
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
、
自
治
会
な
ど

へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

予
定
し
て
い
る
。

川
かわ

井
い

　　茂
しげる

一般質問 町政へ

防災意識の向上と
取り組みは

啓発や補助事業の
周知に努める

問
答

香川県危機管理課発行「家具類の転倒防止対策」から抜粋

質問者の動画は
こちらです

家具類の転倒・落下防止対策による死傷者の軽減（人）

約4分の1

冷蔵庫の転倒防止器具
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問
近
く
の
交
差
点
に
照
明

が
あ
る
場
合
で
も
、
横
断

歩
道
に
防
犯
灯
設
置
な
ど

の
対
応
が
必
要
な
時
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
自
治
会
等
も
含
め
、
何

ら
か
の
形
で
対
応
で
き
た

ら
と
考
え
る
の
で
、
協
力

し
た
い
。

問
認
識
し
づ
ら
い
歩
行
者

の
服
装
が
あ
る
が
。

答
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

で
啓
発
活
動
に
努
め
て
い

る
。

　

歩
行
者
は
明
る
い
服
装

で
の
外
出
・
反
射
材
の
着

用
や
懐
中
電
灯
の
活
用
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
ラ
イ
ト
を

早
め
に
点
灯
し
、
ハ
イ

ビ
ー
ム
の
活
用
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
。

問
小
口
径
の
消
火
栓
は
対

応
し
か
ね
な
い
の
で
は
。

答
初
期
活
動
に
お
い
て
、

地
元
や
女
性
の
方
で
も
使

い
勝
手
が
良
い
の
で
初
期

消
火
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
防
火
水
槽
・
消
火
栓
の

使
用
可
能
範
囲
の
周
知
を

す
る
べ
き
で
は
。

答
消
防
署
と
自
治
会
で
協

議
し
、
ど
の
よ
う
に
周
知

す
べ
き
か
検
討
し
た
い
。

問
読
書
ア
プ
リ
の
試
験
導

入
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答
読
書
の
冊
数
が
増
え
た

か
と
い
う
検
証
は
で
き
て

い
な
い
。今
後
、１
小
学
校

で
使
用
料
金
を
保
護
者
負

担
で
ア
プ
リ
を
導
入
予
定

で
あ
る
。そ
の
結
果
を
踏
ま

え
導
入
を
検
討
し
た
い
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
親

し
む
方
策
・
読
書
離
れ
対

策
と
し
て
、
読
書
ア
プ
リ

を
採
用
す
べ
き
で
は
。

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

て
電
子
図
書
を
読
む
こ
と

は
、
読
書
の
習
慣
づ
け
に

一
定
の
効
果
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
本
を
読
む
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と

考
え
る
。

　

長
時
間
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

使
用
で
、
視
力
等
健
康
面

の
配
慮
も
必
要
な
た
め
、

学
校
現
場
の
意
見
も
聞

き
、
検
討
し
た
い
。

安
やす

井
い

　信
のぶ

之
ゆき

一般質問

横断歩道に
照明を

現地調査をして、
検討していく

問
答

児童生徒の
読書離れ対策を

読書アプリの導入を検討したい

問
答

消
防
水
利
の

管
理
充
実
を

地
域
の
実
情
に
応
じ
て

確
保
し
て
い
く

問答

埋まっていた防火水槽

質問者の動画は
こちらです

タブレットを活用した授業
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問
小
豆
島
を
日
本
の
ハ
ワ

イ
に
す
る
と
い
う
よ
う
な

目
標
を
持
っ
て
、
観
光
の

問
題
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
現
状
で
は
、
宿
泊
、
飲

食
等
の
受
入
体
制
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

で
あ
り
、
具
体
的
な
目
標

を
掲
げ
る
に
は
時
期
尚
早

と
考
え
る
。

　

２
０
２
５
年
を
当
面
の

節
目
と
し
て
、
行
政
と
民

間
の
協
働
に
よ
る
受
入
体

制
の
整
備
に
努
め
る
。

問
島
の
状
況
を
大
胆
に
変

え
て
い
っ
て
、
若
者
が
夢

を
持
て
る
島
に
し
な
い
と

出
て
い
っ
た
若
者
は
帰
っ

て
来
な
い
。
行
政
の
果
た

す
役
割
が
非
常
に
大
き
い

と
思
う
が
。

答
行
政
の
役
割
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
と
こ
の
島
や
町

を
変
え
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
む
。

問
醤
油
、
佃
煮
や
素
麺
と

い
う
地
場
産
業
に
対
し

て
、
力
強
い
再
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必
要
。

　
地
場
産
業
の
経
営
者
と

の
話
し
合
い
等
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

答
地
場
産
業
の
再
興
に

は
、
企
業
や
団
体
等
の
主

体
的
な
事
業
活
動
を
引
き

出
す
事
が
重
要
。

　

経
営
者
と
の
対
話
に
つ

い
て
は
機
会
を
捉
え
て

行
っ
て
い
る
。
各
事
業
団

体
で
提
案
、
相
談
を
受
け

れ
ば
可
能
な
限
り
の
支
援

を
行
う
。

問
町
の
継
続
し
た
発
展
の

た
め
に
は
、
若
い
経
営
者

の
育
成
等
、
発
展
す
る
可

能
性
の
あ
る
企
業
の
芽
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答
若
い
経
営
者
が
、
少
し

ず
つ
な
が
ら
出
て
き
て
お

り
非
常
に
心
強
く
思
っ
て

い
る
。

　

町
は
、
若
く
て
意
欲
と

行
動
力
が
あ
る
、
そ
う
い

う
経
営
者
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

髙
たか

橋
はし

　　淳
じゅん

質問者の動画は
こちらです

一般質問 町政へ

多くの観光客が訪れる小豆島オリーブ公園

目標を持った
観光への取り組みを
行政と民間の

協働体制を構築する

問
答

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
は

う
み
ま
ち
サ
ポ
ー
ト
が
最
善
の
策

こちらも
質 問

問

答
地
場
産
業
再
構
築
の

取
り
組
み
を

各
種
施
策
で
地
場
産
業
を
支
援

問答
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問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
に
つ
い
て
、
さ
ぬ
き

市
の
取
り
組
み
に
は
少
し

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
が
。

答
さ
ぬ
き
市
の
事
例
に
つ

い
て
は
、
職
員
を
訪
問
さ

せ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
効

果
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
い
た
い
。

問
少
し
で
も
い
い
人
材
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｍ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
サ
イ
ト
の
活
用
は
。

答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
全
国
的
な
普
及
と
と

も
に
、
優
秀
な
人
材
の
獲

得
に
向
け
た
自
治
体
間
の

競
争
は
年
々
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
移

住
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
興
味
の
あ
る
方
の
注
目

度
が
高
い
情
報
サ
イ
ト

や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
等
の
活

用
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

本
町
で
も
既
に
過
去
に

４
度
掲
載
し
て
お
り
、
採

用
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
近
々
、
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

を
使
い
隊
員
の
募
集
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
登
校

で
き
な
い
子
ど
も
も
教
育

を
受
け
る
機
会
を
失
わ
れ

ず
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
残
す

こ
と
で
、
出
席
し
た
児

童
・
生
徒
は
復
習
も
可
能

に
な
る
が
。

答
本
町
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
担
任
が
定
期
的
に
電

話
連
絡
や
家
庭
訪
問
等
の

個
々
に
応
じ
た
丁て

い
ね
い寧
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
習
面
に
お
い
て
も
、

一
人
一
人
の
状
況
に
合
っ

た
支
援
を
行
う
中
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
に
参
加

す
る
こ
と
も
提
案
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
、
希
望

が
あ
れ
ば
、
家
庭
や
別
室

登
校
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
の
対
応
を
行
っ

た
実
績
が
あ
る
。

問
小
学
校
、
中
学
校
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入

は
。

答
児
童
・
生
徒
の
学
び
の

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
実
績
は
あ
る
が
、

多
く
の
授
業
で
配
信
で
き

る
体
制
等
、
効
果
的
に
実

施
で
き
る
方
法
を
検
証

し
、
拡
充
し
た
い
。

三
み き

木　　卓
たかし

一般質問

地域おこし協力隊による
ティーボール教室の様子

SMOUTの
効果的活用を
近々、募集を

行う予定

問
答

全
授
業
に

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
を

効
果
的
な
方
法
を
検
証
し
拡
充
し
た
い

問答

質問者の動画は
こちらです

※

※
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
と
は

地
域
の
人
と
地
域
に
関
わ

り
た
い
人
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
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問
就
航
の
会
関
係
者
の
文

書
に「
国
交
省
、四
国
運
輸

局
、香
川
県
の
各
担
当
者

か
ら
も
、
自
治
体
、
つ
ま

り
町
長
が
動
く
の
で
あ
れ

ば
、
全
面
協
力
し
ま
す
と

断
言
、
約
束
を
交
わ
し
て

い
る
」
と
の
記
述
が
あ
っ

た
。
航
路
問
題
に
進し

ん
ち
ょ
く捗

の

な
い
中
、
町
長
は
何
も
し

て
い
な
い
か
の
よ
う
に
示

唆
し
、
住
民
が
誤
解
を
招

く
表
現
で
あ
る
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。　

答
町
長
就
任
後
、
直
ち
に

草
壁
高
松
航
路
参
入
の
意

向
に
つ
い
て
航
路
事
業
者

へ
直
接
確
認
し
、
参
入
は

無
理
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
四
国
運
輸
局
や

県
等
で
は
、
航
路
に
関
す

る
考
え
方
を
確
認
し
て
い

る
。
航
路
事
業
に
お
け
る

経
済
的
採
算
性
に
本
質
的

課
題
が
あ
り
、
町
長
が
動

け
ば
解
決
す
る
こ
と
で
も

な
い
。

　

航
路
問
題
に
は
一
定
の

区
切
り
を
つ
け
、
草
壁
港

周
辺
の
活
性
化
に
向
け
て

前
向
き
な
一
歩
を
踏
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
小
豆
島
高
校
跡
地
に
中

学
校
を
建
設
す
る
案
も

あ
っ
た
が
、
統
合
小
学
校

を
新
築
す
る
方
針
を
決
定

し
た
経
緯
は
。

答
内
海
地
区
の
小
学
校
の

統
合
は
、
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
11

月
の
総
合
教
育
会
議
に
お

い
て
、
安
全
性
等
の
観
点

か
ら
、
建
設
候
補
地
は
小

豆
島
高
校
跡
地
と
決
定
し

た
。

 

令
和
６
年
２
月
９
日
の

総
合
教
育
会
議
で
、
教
育

現
場
の
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
児

童
に
よ
り
安
全
で
快
適
な

学
習
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

の
判
断
か
ら
、
統
合
小
学

校
を
新
築
す
る
案
で
決
定

し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
は
各
学

校
区
で
説
明
会
を
開
催
す

る
。

羽
は だ

田　　満
みつる

質問者の動画は
こちらです

一般質問 町政へ

草壁・高松航路問題に
係る対応は

町広報で
正確な情報等を報告する

問
答

草 壁 港

ふ
る
さ
と
村
全
体
整
備
基
本
計
画
は

協
議
・
検
討
中
。
前
向
き
に
取
り
組
む

こちらも
質 問

問
答統

合
小
学
校
新
築

方
針
決
定
の
経
緯
は

安
全
で
快
適
な
学
習
環
境
が
最
も
重
要

問答
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問
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
安
定

運
行
は
、
住
民
の
移
動
手

段
と
し
て
か
か
せ
な
い
。

４
月
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
住
民
か
ら
不
安
の
声
も

あ
る
。
変
更
内
容
は
。

答
１
日
114
便
か
ら
97
便
へ

17
便
の
減
便
を
行
う
ほ

か
、
一
部
の
路
線
変
更
や

最
終
便
の
時
刻
の
繰
り
上

げ
等
で
、
運
転
手
の
労
働

環
境
を
改
善
す
る
。

問
町
の
支
援
の
現
状
と
見

通
し
は
。ま
た
、運
転
手
の

待
遇
改
善
、特
に
週
休
を

増
や
す
こ
と
や
、社
内
の
雰

囲
気
を
良
く
す
る
こ
と
な

ど
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
運
転
手
の
賃
金
ア
ッ
プ

や
休
暇
の
拡
大
な
ど
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、
慢
性

的
な
運
転
手
不
足
を
克
服

す
る
上
で
も
早
急
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
で
大
き
な
赤
字
で

あ
り
、
早
急
な
経
営
改
善

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
購
入

補
助
の
ほ
か
、
運
行
状
況

が
ス
マ
ホ
等
で
確
認
で
き

る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
、
利
便
性
の
向
上
に
よ

る
利
用
者
の
獲
得
と
運
賃

収
入
の
増
加
を
め
ざ
す
。

問
バ
ス
停
か
ら
遠
い
エ
リ

ア
に
住
む
高
齢
者
の
移
動

手
段
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
引
き
続
き
調
査
研
究

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
は
。

　
例
え
ば
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
、

毎
日
運
行
し
て
い
る
先
進

地
に
学
ん
で
早
急
な
取
り

組
み
を
。

答
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
先
進
地
を

町
内
事
業
者
と
視
察
し
、

実
証
運
行
に
向
け
て
、
運

行
事
業
者
、
四
国
運
輸
局

と
協
議
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、
運
行
委
託
料
が
高

額
で
あ
り
、
引
き
続
き
事

業
者
と
の
価
格
交
渉
を
行

う
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
も
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

鍋
なべたに

谷真
ま ゆ み

由美

質問者の動画は
こちらです

一般質問

住民の移動手段
の確保を早急に
ＡＩ活用オンデマンド

交通協議中

問
答

オ
リ
ー
ブ
バ
スの安

定
運
行
を

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
購
入
補
助
を
行
う

問答

軍
拡
で
は
な
く
平
和
外
交
が
必
要
だ

防
衛
や
外
交
の
問
題
は
国
政
の
場
で
議
論
を

問
答

住
宅
耐
震
化
の
強
化
を

耐
震
化
を
推
進
す
る

こちらも
質 問

問

答
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第
１
回
臨
時
会
は
２
月

７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
条
地
区
更
新
住
宅
整

備
事
業
第
一
工
区
建
設
工

事
に
係
る
報
告
１
件
、
契

約
の
変
更
議
案
が
２
件
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
税
均
等
割

課
税
世
帯
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
給
付
金
事
業
費

な
ど
９
５
１
９
万
１
千
円

の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
の
通
り
、

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
に
総
務
建
設

常
任
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
状
況
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
【
商
工
観
光
課
】

「
小
豆
島
ふ
る
さ
と
村
全

体
整
備
基
本
計
画
に
つ
い

て
」

　
【
総
務
課
】

「
町
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
に
つ
い
て
」

　

次
の
と
お
り
、
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
21
日

　
【
企
画
財
政
課
】

「
草
壁
・
高
松
航
路
問
題

の
経
緯
及
び
本
町
の
対
応

に
つ
い
て
」

３
月
15
日

　
【
香
川
県
広
域
水
道
企

業
団
小
豆
ブ
ロ
ッ
ク
統

括
セ
ン
タ
ー
】

「
令
和
６
年
度
事
業
等
に

つ
い
て
」

　
【
建
設
課
】

「
小
豆
島
坂
手
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
愛
称
に
つ

い
て
」

　
【
総
務
課
】

「
教
育
委
員
会
組
織
の
改

編
に
つ
い
て
」

編
集
後
記
　
　

　

暖
か
な
日
差
し
が
心
地
良
く

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
の
選
抜
高
校
野
球
を
観
戦

す
る
た
め
、８
年
ぶ
り
に
訪
れ

た
甲
子
園
。２
０
１
６
年
、21
世

紀
枠
で
小
豆
島
高
校
が
出
場
を

決
め
た
年
は
、選
手
や
関
係
者

だ
け
で
な
く
、島
中
が
お
祭
り

騒
ぎ
に
。私
た
ち
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
小
豆
島
高

校
野
球
部
。駆
け
つ
け
た
約

６
千
人
の
大
応
援
団
で
ア
ル
プ

ス
席
が
沸
き
返
っ
た
瞬
間
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
「
う

ま
く
な
り
た
い
。強
く
な
り
た

い
」と
鍛
錬
す
る
。そ
こ
に
探
究

心
と
向
上
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

人
と
し
て
も
成
長
で
き
ま
す
。目

標
に
向
か
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

た
こ
と
は
「
自
信
」に
つ
な
が
り

ま
す
。挑
戦
す
る
姿
は
、時
に
周

囲
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

　

あ
の
春
の
お
祭
り
騒
ぎ
の
よ

う
に
、島
全
体
が
活
気
に
満
ち

た
、明
る
い
未
来
に
進
ん
で
い
く

こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

中
川　
光
秋　
記

編
集
員
広
報
研
修
会

　

１
月
12

日
に
研
修

会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　

広
報
コ

ン
サ
ル
タ

ン
ト
芳
野

政
明
氏
か

ら
、
議
会

の
「
見
え

る
化
」
に

大
き
な
役

割
を
果
た
す
「
議
会
だ
よ
り
」
の
基
本

と
編
集
に
つ
い
て
、
全
国
の
自
治
体
の

例
を
参
考
に
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
９
町
の
議
会
だ
よ
り
の

優
れ
た
と
こ
ろ
や
改
善
課
題
の
指
摘
を

受
け
、
企
画
や
編
集
技
術
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
豆
島
町
に
つ
い
て
も
、
よ
り
見
や

す
く
、
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
に
す
る
た

め
の
課
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
今
後

も
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
読
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
に
す
る
た
め
、
検
討
・
改
善
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

広報編集特別委員会

研修会に参加しました

会

れ
こ
れ

議

あ

２
月
臨
時
会

常 

任 

委 

員 

会

全
員
協
議
会

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

㆗ 

松
　
和 
彦
　
議
員
　

中
松
和
彦
議
員
が
、
町

村
議
会
議
員
と
し
て
、
議

会
の
運
営
お
よ
び
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が

た
た
え
ら
れ
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

北条地区更新住宅見学会
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